
森と自然を活用した保育・幼児教育の推進（案）

（環境局環境ふれあい課）

１ 背景

・コロナ禍において、あらゆる世代の活動量が低下、ストレスが増大。

・園芸活動や自然が多い地域への旅行への関心が高まっている。

・様々な年代に向けた新しい「自然ふれあい活動」の提供が必要。

２ 検討案

（新規）【未就学児向け】自然ふれあい活動に取り組む幼稚園等の認定・支援

幼児期における、園庭の芝生、花壇、シンボルツリーから里山に至る「自然との

ふれあい」「身近な緑と接する機会」を促進する。

・幼稚園等での自然ふれあい活動をポイント制で評価し、認定

・講習会の開催に加えて、指導員派遣やお試し体験会の開催等を支援

・顕彰しながら取組の拡大を推進

＜イメージ＞ 「森のようちえん」に花や緑の要素もプラス

３ 参考（他県における取組）

制度名（所管課） 主な認定要件 主な支援制度

信州やまほいく認定制度

（長野県こども・家庭課)

・一定以上の屋外での体

験活動の時間

・安全管理の講習会の受

講

・安全マニュアルの作成

など

専門家派遣、人件費助成（公

的支援対象外の団体）、活動

フィールドの整備

とっとり森・里山等自然保

育認証制度

(鳥取県子育て王国課)

園の運営費、保育料軽減

ひろしま自然保育認証制度

(広島県安心保育推進課)

専門家派遣、研修会開催・

参加費用

しが自然保育認定制度

(滋賀県森林政策課)

指導者招聘、活動フィール

ドの安全確保、森林への移

動経費
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